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笠 原 安 夫 博 士 近 影
笠 原 安 夫 博 士 略 歴
明治44年9月1日
昭和4年3月
昭和4年6月
昭和5年2月
昭和9年5月
昭和9年5月
昭和10年5月
昭和11年8月
昭和14年10月
昭和14年11月
昭和17年12月
昭和21年10月
昭和24年9月
昭和26年3月
昭和27年4月
昭和28年4月
昭和2B年12月
昭和29年3月
昭和32年11月
昭和35年3月
昭和37年 4月
昭和37年 1月～47年3月
昭和39年4月～41年3月
昭和39年11月～現在
昭和40年9月～53年 3月
昭和44年12月～45年 1月
昭和45年4月
昭和45年9月
昭和46年2月～3月
昭和46年11月～47年3月
昭和47年4月～51年3月
昭和47年8月
昭和48年4月～49年3月
昭和48年4月～49年3月
昭和48年10月
岡山県英田挑発rFWrm原上に生まれる
岡山県立勝間田i:迂林学按投打科卒菜
肘岡法人大原駄嘗研兜所助手
小学校地質専科正裁艮免許状安筒 (岡山LJ.(;)
財団法人大広‡B生業研究所退職
岡山県苫田郡西加茂菜共学校助教諭
実業学校政見免許状安部 (文訳省)
岡山県久米郡i,F'1匹け子年学校教諭
同 上 退職
財団法人大原出発研究所助手
科学動員協会及受'fi-
財LB法人大原盛業研兜所研究員補
同 上 研究且
的3回岡山tT,r<文化'箕安雄
岡山大学i:隻学部附属大願堤策研究所講師 (作物迫臣学部門)
岡山大学戯懲生物研究所講師 (作物退転学部門)
第9凶良薬技術協会賞および塊林大臣'A'安井 (礎等防除の基礎的研究お
よび 2･4-Dによる水凹除草技術の確立)
岡山大半農繋生物研究所助教授 (n物 生理学部門)
軌 0回倉敷市文化'Li'受21'
光京大草J:り股学博士号長与 (本邦耕地雄琴に関する研究)
日本作物学会甘受'Li-(本邦耕地雑草に粥する研究)
日本雑草防除研究会i綿 (5期)
日本作物学会評誹fl(1期)
相同法人日本礼物調節剤研究会専門調査委員
椀物化学調節研究会評議員
フィI)ッピソ,マレーシア,シンガポール,インドネシ7およびオ-ス
トラ･)アへt蛸壬(雑草調査および植物採lj!･)
岡山大学大学院旗竿研究科担当
岡山大学良薬生物研究所数段 (雑草学部門)
島根大学缶乍部許師 (併任)
同 上
日本銀碍学会副会長 (2期)
第1垣け風 'L,-7ニ7,ブルガリア曲集研究視察L加こ参加 (雑草調査
および拍物採妨)
大阪府立大学膿学部浦師 (併任)
-Ai北大学祭学研究所講師 (i)柑‡)
韓国へ出･'AT<(雑草凋丑および組物採袋)
耶和49年5月
昭和50年4ノ1-･′現在
昭和51年4月～現在
昭和52年4月
昭和52年4月～53年3月
第6回日本出繋研究所質受賞 (耕地雑草および防除に関する研究)
仙川法人大原奨比全埋叫
日本雑革学会名替会員
岡山大尊顔増枠年退職
岡山大学Ll生半部課師
笠原安夫博士研究論文および著書目録
A.作物の生理.種実の形態,灰係,採種.発芽.遺伝および品種鑑識(作物および種子学)
1.昭和4年度 水稲出拙期遅延の一原因として気温に就いての一考察 (1).袋家の友
396:30-34(1930).
2･昭和4年度 水稲出租遅延 の一原因として気温についての一考察 (2).股家の友
397:19-24(1930).
3.昭和6年新潟県中浦原郡内に於ける早稲山崎稲光象関係による不稔現象に就きての
考察.曲学研究 19:153-166(1932).
4.稲のフォトべリオデズムに関する実額的研究 (第1報)
色重夫と共著).塊学研究 18:16ト225(1932).
5.稲のフォトベリオデズムに関する実験的研究 (窮1搾)
色重夫と共著).日作紀 4:25-44(1932).
6.稲のフォトべリオデズムに関する実験的研究 (第2報)
色重夫と共著).日作紀 5:36p-37p(1933).
7.稲のフォトベリオデズムに関する実験的研究 (第2報)
色重夫と共詐).史学研究 22:1-31(1934).
8.安のフォトペリオテズムに関する乗験的研究 (岡村保,
6:294-311(1934).
9.碗豆,蚕豆のフォトベリオデズムに的する実奴的研究
究 24:73-84(1935).
10.蘭のフォトペリオデズムに関する実験的研究 (第1報)
究 24:85-93(1935).
ll.麦のフォトペ')オテズムに的する巽故的研究 (岡村保,
究 26:146-163(1936).
(近藤万太郎,岡村保,-
(近藤_)j太郎,岡村保,-
(近藤万太郎, 岡村保,-
(近藤万太郎,岡村保,-
一色重夫と共著). 日作紀
(一色盛大と共著).段学研
(一色症夫と共著).曲学研
一色重夫と共嘗).農学研
12.紫雲英のフォトべリオデズムに幽する乗取的研究 (一色並夫,寺坂伯視と共著).
農学研究 26:172-181(1936).
13.メロン崎形幼植物発生例 およびその原囚につきての実験的研究 (近藤万太郎と共
著).良学研究 20:185-218(1933).
14.メロソ崎形幼鮮物発生例 およびその原因についての実験的研究. 目作紀 5:204-
215(1933).
15.採種に関する乗除的研究 (1)廿日大枚の笹子の熟度と生産力との開床 (近藤万太
郎と共著).曲学研究 22:121-141(1933).
16.採種に関する実験的研究 (2)牛寿の範子の熱度と生産並びに抽茎との関係 (近藤
万太郎と共著).怨学研究 22:142-155(1933).
17.不稔稲系統に出現せし枯死決講苗に就きて.日作紀 5:28ト289(1933).
18,不稔稲系統に 出現せし枯死淡讃苗に就きて (近藤万太郎と共漕).曳学研究 21:
58巻 (1979) lot
75-94(1933).
19.不稔稲の連続越年株に連年現わるる不稔粒歩合並びに次世代の分離に就きて (久宗
氏の実験の継続).曲学研究 23:2611279(1934),
20.縞桶の越年株より連年出現する白乱 荊稲および緑稲の歩合に就きて (久宗氏の実
験の継続).附 一代限の柄櫛について.曲学研究 23:243-260(1934).
21.莱,秦,穆および近縁植物の瀞の灰像の比較研究 (近藤万太郎と共題).農業及園
芸+9.'1475-1487(1934),
22.莱,秦,棒 および近線植物の頚の灰像の比較研究 (近藤万太郎と共著).農学研究
23:199-242(1934).
23.諸種の時形壷花 および崎形玄米を部分的に出現する稲2種に就きて.植物及動物
10:429-436(1942).
24.諸柾の崎形直形玄米を部分的に 出現する稲2樋に就きて.食草研究 34:69-108
(1942).
25,諸種の崎形象花および崎形玄米を部分的に 出現する稲2札に就きて. 日作紀 14:
241-250(1943).
26.小麦の地発芽現象に就きて (第4報)租発芽と発芽抑制物質 (近藤万太郎と共 P;-).
農学研究 35:130-146(1943).
27.小安の租発芽現像に就きて (近藤力太郎と共著).出発及園芸 18:60ト604,707-
709(1943).
28.本邦産小麦の槻発芽性とチpシソ並びに フェノール着色性との相関.段業及園芸
21:511-512(1946).
29.本邦産小-Aの穂発芽性と粒のチロシン並びにフェノ-ル着色性との相関に就きて,
日作紀 16(3-4):45-47(1948).
30.種実の発芽促進および抑/r,u物質に関する実験的研究 (第1報)米に就いて (時報).
趣莱及園芸 19:420-422(1944).
31.唖実の発芽促進および抑制に関する物質についての突敦的研究 (第 1報)米につい
て.農学研究 36:ト101(1944).
32.唖実の発芽促進および抑制に朗する物質に就いての実験的研究 (第 1報)米につい
て.自作紀 15:19-24(1946).
33.種実の発芽促進および抑制に朗する物質に就きての実験的研究 (第2報)小必 こ就
て (1).日作紀 17(1):4-6(1948).
34.17,8年間水中にありし紫賀英硬実の次世代の磯子に就きて (近藤万太肌 一色重
夫と共著).農学研究 26:212-220(1936).
35.小麦,大麦のフェノール着色の原因並びにパラクレゾール,ペソジソ等の着色反応
に就きて (近藤万太郎と共著).出学研究 31.･121-176(1939).
36.小麦および大麦のフェノール着色に依る品種鑑識に就きて 附パラクレゾール,ペ
ソジソ等に依る着色反応 (近藤万太郎と共著).日作紀 11:230-252(1939).
37.フェノール若色と大安の品種鑑識(近藤万太郎と共著).鎧学研究 31:89199(1939).
38.フェノール着色法による小麦03品櫛鑑識 (第2裡)(近藤万太郎と共著).袋学研究
31:100-120(1939).
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39･フェノ-ル着色法による小麦の品柾鑑識 (第3報)(近藤万太郎と共著).農学研究
34:157-166(1942).
401フェノールおよび/てラt/-ル染色法による米の品癒鑑識に就きて.El作紀 13:81-
88(1941).
411石炊酸着色法による大変の品種鑑識(近藤万太郎と共著).虚業 703:1-13(1939).
42･石灰離着色法に依る小麦および大安の品健鑑識 一着色の原田並びにパラクレL/-
ル,ベンチヂンの着色反応につ いて- (近藤万太郎と共著).農業 708:7-
20(1939).
43,石灰酸フクシンによる玄米の品屯鑑別 (近藤万太郎と共著).糧食研究 167:2111
(1940).
44.石炭腰フクシンによる玄米の品郁鑑識に就きて (近藤万太郎と共著).日作紀 12:
122-128(1940).
45.米の品種鑑識の研究 (第 1報)
万太郎と共著)一段学研究
46.米の品種鑑識の研究 (第2報)
万太郎と共著).曲学研究
47.米の品種鑑識の研究 (第3報)
32:28-48(1941).
48.米の品種鑑識の研究 (第4報)
32:49-62(1941).
49.米の品種鑑識の研究 (第5報)
石炭慨フクシンに よる玄米の晶租鑑識 (1)(近藤
32:1114(1941).
石炭酸フクシンに よる玄米の品種鑑識 (1)(近藤
32:15-27(1941).
米のアルカリ検定 (近藤万太郎と共著).農学研究
玄米の沃度検定 (近藤万太郎と共著),良学研究
フェノールおよびパラクレゾ-ル染色法 (近藤万太
郎と共著).旗竿研究 33:921110(1942).
50.米の品種鑑識の研究 (第6報)全国各府鵬道州奨励品種の特性調査 (近藤万太郎と
共著).農学研究 33:111-160(1942).
51.米の品種鑑識の研究 (第7報)白米のアルカリ検定に就きて (近藤万太郎と共著).
農学研究 33:16ト196(1942).
52.米の品種鑑識の研究 (第8報)米の晶健間の ア/L,カリ反応差異と飯および糊の粘
度,pH,食味等の関係に就きて (近藤万太郎,海野元太郎と共著).免学研究
34:1-32(1942).
53.フェノールおよび/ミラクレゾール染色法による米の品種鑑識に就きて.日作紀 13:
81-88(1941).
54.白米の7ルカリ検定に就いて.El作紀 13:89-99(1941).
55.白米のア/L,力l)検定 (近藤万太郎と共著).糧食研究 174:2112(1941).
56.アルカリ検定法に よる米の品種鑑識に就きて (近藤万太郎と共著). 日作紀 12:
325-332(1941).
57.沃度沃度加盟検定に よる玄米の品磁鑑識に就きて (近藤万太郎と共著). 日作紀
12:333-338(1941).
58.米の品租の化学的鑑別法(上)(近藤万太郎と火箸).教育段芸 10:4571466(1941).
59.米の品唖の化学的鑑別乾(下)(近藤万太郎と共著).教育農芸 10:583-593(1941).
60.化学薬品を用いて米の品種鑑別法の発見 (近藤万太郎と共著).科学画報 30(1).I
58巻 (1979) 103
118-126(1941).
61.チpシソによる小安の品唖鑑瓢 フェノール法との比頼,自作紀 14:152-159(19
42).
62.チpシソによる小安の品種鑑識,フェノール法との比較 (近藤万太郎と共著).堤
学研究 34:167-187(1942).
63.光線による南瓜の異常発芽とその生育 (秋田史郎と共著).曲集及園芸 21:293-
294(1946).
64.遅発芽疏菜種子の迅速発芽力検定に就きて.種菌 2(1):3-ll(1947).
65.部分二重子房稲の性状 (補遺)と迫伝に就きて.日1紀 16(3-4):54157(1948)･
66,部分二室子房稲の遺伝.段菜及園芸 22:411-412(1947).
67.種子の研究雑話 (1)発芽作用物掛こ就 きて (1),育種と鍵芸 2(4-5):46-52
(1947).
68.種子の研究難詰 (2)発芽作用物掛 こ就きて (2).育唖と伯芸 2(6):23-25(19
47).
69.種子の研究雑誌 (3)発芽作用物質に就 きて (3).育種と迅芸 2(7-8):13-15
(1947).
70.VergleichendeUntersuchungenuberAschenbiLderderSpelzenYonChae-
tochloa,Panicum,Echinochloa.SaccioPsisund Syntherisma (mitM.
Kondo).Ber.OharaInst.landw.Forsch.6:491-513(1935).
71.FeststelungderSortenechtheitdesSaatgutesdesWeizensdurch Phenol-
farbung(mュtM.Rondo). 石er.Ohara工nsLlandw,Forsch.8:305-315
(1941),
72.FeststelungderSortenechthel亡desSaatgutesderGerstedurchPhenoト
farbung(nlltM.Kondo). Ber.Oharalnst.1andw,Forsch.8:317-324
(1941).
73.UrsachederPhenolはrbungYonWeizen-undGerstenk6rnern. Anhang:
BehandlungmitParacresol,Benzidinusw (mitM.Kondo).Ber.Ohara
tnst.landw.Forsch.8:325-347(1941).
74.FeslstelungderSortenechtheitYon enthiHsten Rejskdrnern.Ⅰ, Phenol-
fuchsinfarbung(mitM.Kondo).Ber.Oharalnst.landw.Forsch.9:117-
120(1943).
75.FeslslelungderSortenechtheitYon enthtilstenReiskdrnern,II.Phenol-
undParacresolrarbung(nitM.Kondo).Be√.Oharalnst.1andw.Forsch
9:12ト128(1943).
76･FestslelungderSortenechtheitvon enthulstenReiskdrnern.ⅠH.Jodjod-
kalifarbung(mitM.Rondo). Ber.Oharalnsl.landw.Forsch.9:129-
133(1943).
77.FeststelungderSorlenechlheitvonenthtilsten Reiskornern.IV.Alkal1-
prufunguldSchluss(mュtM.Rondo).Ber.OharalnsLlandw.Forsch.
104 良 学 研 究
9:134-140(1943).
78.AlkaliprLlfungderpolier亡enWeissreiskdrner(mitM.Kondo).Be√.Ohara
lnsl.landw.Forsch.9:141-150日943).
79,FeststelungderSortenechthei亡desWeizensaatgutesdurchTyrosinfarbung.
VergleichmitPhenolrarbung(rnitM.Kondo).Ber.Oharalnst.1andw.
Forsch.9:151-155(1943).
80.Theabnormalityinthegerminationofsquash.CucurbilamoschaiaDuch.,
causedbylight(WithS.Akita).Ber.Oharalnst.landw.Forch.9:45ト
453(1951).
B.作物,読葉,林木種実および椎茸胞子の貯蔵関係 (貯蔵)
1.米穀並びに倉距の乾燥と除水足 (近慮万太郎,一色重夫と共著).農学研究 18:
125-143(1932).
2.椎茸胞子の貯蔵に就きての突験 (第1報)(近藤万太郎と共著).農学研究 20:219-
230(1933).
3.椎茸胞子の貯故に就きての実験 (第2報)(近藤万太郎と共著).盛学研究 22:156-
167(1934).
4.種子の10カ年貯蔵の例 塩化石灰添加に よる貯蔵 (近藤万太郎と共著). 日作紀
12:21-24(1940),
5.種子の10カ年貯蔵の例 塩化石灰添加による貯蔵 (近藤万太郎と共著),農学研究
32:304-310(1941).
6.米穀の13カ年貯蔵とその水分含i"L-との関係 (近藤万太郎と共著),食世話経済 8(9)ニ
61-69(1942).
7.米穀の13カ年貯織とその水分含丑との関係 (近藤万太郎と共著).農学研究 35:
28-38(1943).
8.長年月貯蔵疏兼種子の発芽および生育試験 (1).育塩と腿芸 3:291-294(1948).
9.長年月貯蔵就業種子の発芽および生育試験 (2).育種と農芸 3:330-333(1948).
10.林木種子の貯蔵試取 (射2報)形,柵の敏子に就きて (近藤万太郎と共著).農学
研究 36:497-520(1944).
ll.林木量子の貯蔵試験 (第3報)再び殿斗料簡子に就きて (近藤万太郎と共著).農
学研究 36:52ト536(1944).
12.19年間貯威せる大麻種子の発芽および共植物の生育に就いて (近藤万太郎,秋田
史郎と共著).懲q3'通報 2:3-6(1946).
13.15カ年密封貯戚玄米の性状調奄(近藤万木肌 秋田史郎と共署).農学研究 37:1-2
(1947).
14.米穀の低温長婚肺 砥試験 (11カ年貯践)(近藤万太肌 秋田史郎と共箸)･農学研究
37:38-40(1947).
15.高温多湿条件下の米穀貯蔵異観 (近藤万来帆 秋田史郎と共著). 日作紀 17(1)l･
25-27(1948).
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16.神職極楽の発芽促進に就きて (秋田史郎と共著).農学研究 37:114-118(1948).
17.19年間貯蔵せる大麻磁子の発芽および其地物の生育に就いて (近歴万大敗 秋田史
郎と共著).袋学研究 39:37-39(1950).
18.麦種実の乾燥剤貯蔵と発芽力および50年後の4=_育研究.日作紀 44(別2)1156-157
(1975).
19.タバコ種子の乾燥剤貯蔵と発芽力および50年後の生育研究.作物学研究集録 第17
号:36-39(1975).
20.VersuchebeztlgljchderAufbewahrungderSporenvonShitake.Corlinelus
ShiitakeSchroet(mitM.Kondo), Ber.Oharalost.1andw.Forsch.6:
27-40(1933).
C.雑草の葉と種実の形態,先取 哩土種子の発芽および幼植物 (雑草の形態･種子の発芽)
1.雑草唾棄の研究 (第1報)禾本科 (近藤万太郎,寺坂佑視と共著).農学研究 24:
95-111(1935).
2.雑草種実の研究 (第3報)許草科 (近藤万太郎,寺坂摘視と共著).農学研究 29:
62-82(1938).
3.雑草唖実の研究 (第4報)雑の部 (近藤万太郎,寺坂府視と共著),農学研究 31:
238-268(1939).
4.雑草種実の研究 (第5報)禾本科 (近藤万太郎 と共著).農学研究 31'269-289
(1939).
5.雑草極安の研究 (第6報)菊科 (近藤 万太郎 と共著).農学研究 32:31ト338
(1941).
6.雑草唾棄の研究 (第7報)夢科 (近藤 万太郎 と共著),農学研究 32こ339-356
(1941).
7.雑草塵実の研究 (第8報)董科 (近藤 万太郎 と共著).曲学研究 34:461-478
(1942).
8.雑草魅巽の研究 (第9報)石竹科 (近藤 万太郎 と共著).農学研究 36:228-238
(1944).
9.禾本科雑草唾乗の研究例 (近藤万太郎,寺坂栴視と共著).植物及動物 3:233-245
(1935).
10.渉草科雑草種実の研究例 (近藤万太郎,寺坂旧視と共著).農業及園芸 10:1147-
1158(1935).
111雑草唖子の発芽の研究 (第1報) (1)発芽に及ぼす光線の影野.農業及園芸 15:
1815-1823(1940),
12.雑草種子の発芽の研究 (第2報) (2)発芽に及ぼす変温の膨響.(3)発芽床と発
芽との開床.毅業及園芸 16:436-444(1941).
13,雑草種子の発芽の研究 (第3報)屯子の後熱並びに変温と発芽との関係.農業及園
芸 16:1007-1016(1941).
14.雑草種子の-鑑定法.植物及動物 11:83-84(1943).
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15･雑草種子の発芽の研究 (1)特に発芽に及ぼす光線および変温の膨苧削こ就きて (近
藤万太郎と共lA-).農学研究 32:357-397(1941).
16,雑草種7-の発芽の研究 (2)磯=fの後熱並びに変温と発芽との的係 (近藤万太郎と
共著).蔑学研究 32:398-408(1941).
17･升年間水田雑草磁子の壌土とその発芽.袋学研究 36:268-276(1944).
18･50年間哩土したイグサ種子 および水田雑草磁子の発芽と生育 (西 克久,上山良人
と共著).典学研究 51:75-101(1965).
191走査電子顕微鏡で見た雑草の粒子 (藤沢 技と共著).農薬通信 93:ト3(1975).
20･走査電子節徴鏡による雑草確実の表皮細胞の形態 (藤沢 技と共著).雑草研究 21
(別号):79-81(1976),
21･雑草の菓組織の酸索 プラズマ低温炊化法に よる分類鑑定の研究 (1). 日作紀 45
(別2):65-66(1976).
22･走査電子塀徴鏡で見た種実の造形 (1)(藤沢 浅と共著),植物と自然 11(8):1-9
(1977).
23.走査電子願徴銃で見た柾巽の造形 (2)(藤沢 伐と共著).植物と自然 11(9):9-
14(1977).
24.耕地雑草の発生に関する実験的研究 (節1報)土壌水湿の多少と埋土雑草種子発芽
および生育並びにその季節的消長に就きて.虚字研究 39:17-24(1950).
25.耕地雑草の発生に関する実験的研究 (弟2報)1年生および多年生雑草の再生力に
就きて.段学研究 40:61168(1952).
26.雑草種子の発芽の研究 (第4報)雑草範子の発芽に及ぼす慰上の惇さの影響.放学
研究 40:169-178(1953).
27,種子の寿命と発嘗力.化学と生物 5(12):728-730(1967).
28.雑草幼植物の唖炉同定の研究 (第1報)双子薬他物の子葉の形状と葉脈型 (黒田耕
作と共著).曲学研究 54:125-153(1972).
29.日照の強弱,自種板の混在がオオアレチノギクの発芽,幼植物の生育に及はす影響
(西田富士夫と共著).雑草研究 20:169-175(1975).
30.植物唖実の表皮細胞形態の分株とその意義 (藤沢 浅と共著). 日作紀 46(別 1):
13ト132(1977).
31.UntersuchungentiberUnkrautsamenJapans.Ⅰ,Gramineae(nitM.Kondo
undY.Terasaka).Ber.Oharalnst.landw.Forsch.61.5251538(1935).
32.UntersuchungentiberUnkraulsamenJapans.HⅠ.Cyperaceae(1)(mitM,
Kondo).Ber.Oharalnst.landw.Forsch.8:163-180(1938).
33.Untersuchungen LlberUnkrautsamcnJapans.IV.Miscelaneen(i)(mit
M.KondoundY.Terasaka), Ber.Oharalnst.landw.Forsch.8:231-
248(1938).
34.UntersuchungentiberUnkrau亡samenJapans.V.Gramineae(3)(mitM.
Kondo).Ber.Oharalnsl.landw.Forsch.8:371-387(1941).
35.UntersuchungentiberUnkrautsamenJapans.ⅤⅠ.Composilae(1)(milM.
Kondo).BerOharaIost.1andw.Forsch,8:389-408(1941).
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36,UntersuchungentiberUnkrautsamenJapans.VIE.Polygonaceae(1)(mit
M.Kondo).BerOharalnsLlandw.Forsch.8:409-420(1941}
37.UntersuchungenderUnkrautsamenJapans.ⅤHⅠ.Leguminosae(1)(nit
M.Rondo).石erOharalnst.landw.Forsch.9:1-13(1942).
38.UntersuchungenLlberdieKeimungderUnkraulsamenJapans.I.(nitM.
Kondo).Ber.Oharalnst.1andw.Forsch.9:14-21(1942),
39.UntersuchungenuberdieKeimungderUnkrautsamenJapans.H.(mitM.
Kondo).Ber.Oharalandw.Forsch.9:22-28.(1942).
40.Studiesonthegerminationofseedand theirgrowthln rush (Juncus
eHususL.∀ar.dec乙PiensBuchen.)and weedsburiedforaboutfifty
years(withK.NisliandY.Ueyama).HikObia5(1-2):9ト103(1967).
D.耕地雑草の種塀,地理的分布,群落,生態 (雑草の分布,生態)
1.本邦雑草の塩原および地理的分布の研究 (1) 水田雑草の唖頬.農学研究 37:81
10(1947).
2,本邦雑草の種煩および地理的分布の研究 (Ⅱ) 畑地雑草の唖頬.農学研究 37:74
-77(1947).
3.本邦雑草の唖塀および地理的分布の研究 (第3報)畑地雑草の地理的分布と発生
度.曲学研究 39:91-106(1951).
4.本邦雑草の唖頬および地理的分布の研究 (第4報)水EL雅串の地理的分布と発生
度.曲学研究 39:1431154(1951).
5.本邦雑草の柾焼 および地理的分布の研究 (靖5線)従来の研究の訂正補遺と開整
地の一時的雑草並びに地方的雑草に就きて.政学研究 42:97-113(1954).
6.本邦雑草の唖塀および地理的分布の研究 (第6報)日本の耕地雑草の原産地および
来歴と海外における分布.曲学研究 47:123-140(1959).
7.本邦雑草の範放および地理的分布の研究 (1) 良地雑草の畦筋. 日作紀 17(1):
21-24(1948).
8.本邦水田雑草の地理的分布について.日作紀 20:193-198(1951).
9.本邦畑地雑草の地理的分布について.日作紀 20二263-265(1952).
10.なぜ雑草の研究はおくれたのか? 直確と政策 1(4):23-25(1951).
ll.作物と雑草との競争についての巽畝的研究. (第3報)作物と雑草との相関および
回婦係数並びに作物と雑草との托争のはじまるときの雑草丑について.日作紀
27:133-134(1958).
12.農地雑草の話.日本堤第 4(8):59-64(1948).
13.雑 草.典業毎日 3(9):34-36(1949).
14.本邦耕地雑草の種耕および地理分布の研究 Ⅵ.日本の雑草の原産地 および来聴.
日作紀 28:244-246(1959).
15.耕地雑草群落に関する実験的研究 (2)群落の主要構成種の個体分布割および群落
の等比級数法札 日作紀 28:66-67(1959).
16.作物と雑草との娩争に朗する実験的研究 (1).農学研究 48:191-228(1960),
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17.作物と雑草との競争に関する実験的研究 (2).虚学研究 49.･9-47(1961).
18.耕地雑草群落に関する実験的研究 (1).没学研究 48:1-303(1960).
19.耕地雑草群落に関する実験的研究 (2).盛挙研究 48:129-173(1961).
20.日本の水田雑草種類,分布および外国の水稲u-]雑草について.園芸技術懇談会年報
昭和37年版 142-147(1962).
21.わが国における雑草群落について.雑草とその防除 2二12-16(1964).
22.日本耕地雑草概論 (1,2).新幽薬 23(ll:1-12,23(2):1-10(1969).
23.南方地域の難事問題,今月の良薬 14(5):59-62(1970).
24.山野草,人里植物,帰化植物,雑草および作物の種煩群と相互園繰.雑草研究 (12):
23-27(1971).
25.東南アジアおよびオ-ストラ1)アの雑草について.生物科学 23:128-135(1972),
26.村落と都市の灘串と帰化Wl一物の交替.ノミイオテク 3:299-308(1972).
27.沖縄,奄糞,五島,壱岐および対馬の附.jFmの陵占雑草磁頒畔について.日本雑草
防除研究会 第 12回.I-'拝辞舎溝瓜要旨 :61-63(1973).
28.最近の田畑青草となった帰化柵物,家0)光 48(6):7-9(カラ-写兵版)(1973).
29.雛草の系譜と果樹擬の雑草 Ⅰ.田伯之果樹 29(6):37-39(1975).
30.雑草の系譜と架樹園の雑草 II.樹的之果樹 29(7):32-33(1975).
31.日本雑草の系譜 一雑草とは何か,雑草を見tF=lIそう一 日本雑草学会 第2回シンポ
ジュームテキス ト:35-67(1975).
32.日本における作物と雅革の系譜 (1).雑草研究 21:1-5(1976).
33.日本における作物と雑草の系譜 (2).雑草研究 21149-55(1976).
34.瀬戸内諸島の雑草,帰化組物の種類と地理的分布 (松本書史とjt･-#).雑草研究 21
(別号):70-72(1976).
35.開発に伴う佃戸内海地区の他生とくに雅章.W,一化細物の柾快と変遷に関する研究
(松木害史と共著),研究成架持旋 リボ-ト19:13119,山陽放送学術文化財団
(1976)
36.雑草性と起源および日本雑草の原産地.遺伝 31(ll)･'2-10(1977).
37.土壁水湿が耕地雑草耶港に及ぼす船脚こついての巽鮫的研究 (西Et]富士夫と共著).
曲学研究 57:55-72(1978).
38.休耕乾旧の雑草群落の遷移に関する生態学的研究 (藤沢 浅,黒田耕作と共著).農
学研究 57:93-126(1978).
39.StudiesontheweedsofarとIblelandin Japan,withspecialreferenceto
kindsofharmFulweeds.rheirgeographlCdislribulionabundance,life-
1ength,originandhistory.Ber.Ohar･alnsLlandw.Forsch.10:721116
(1954).
E.除草削,その他雑草防除 (雑草防除)
1.薬剤に依る雑草駆除試験 〔第1報〕(1),(2).段業及園芸 17:713-716,841-845
(1942).
2.薬剤に依る雑草の髄除試験 〔第2輯〕水稲の除草に就いて.濃業及園芸 17:1506-
1510(1942).
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3.薬剤に依る雑草の駆除試放 〔第3碓〕小麦畑の除草に就いて.袋菜及園芸 18:
1129-1133(1943).
4.燕剤による雑草の駆除試験 (第 1報) 1.従来の研究概要 (近藤万太郎と共著).忠
学研究 33:363-410(1942).
5.茶剤による雑草の駆除試験 (第2剖ま)(近藤万太郎と共著).農学研究 341･188-272
(1942).
6.薬剤による雑草の駆除試軌 (第3報)苗代の除草に就きて (近藤万太郎と共拝).
農学研究 35:290-297(1943).
7.薬剤による雄琴の駆除試験 (第4稚)水稲の除草に就きて (近藤万太郎と共I的).
曲学研究 35:298-319(1943).
8.薬剤による雑草の駆除試験 (第5綿)小麦畑の除草に就きて (近藤万太郎と共著).
農学研究 35:320-342(1943).
9.薬剤による雑草の駆除試験 (第6報)再び小麦畑の除草に就きて (近藤万太郎と共
著).遊学研究 35:343-364(1943).
10.薬剤による雑草の駆除試験 (第7報)敷地の除草に就きて (近藤万太郎と共著).
盛挙研究 35:365-374(1943).
ll.薬剤による僻草の駆除試験 (第8柑)ノビ-,7ヲビェ,ヌマタイコソ,タカサプ
12,薬剤による雑草の駆除試験 (第9報) 再び苗代の除草に就 きて.農学研究 36:
239-251(1944).
13,薬剤による雑草の駆除試験 (第 10轍) 小麦畑の薬剤除草と労力および経費に就い
て.蹟学研究 36:252-267(1944).
14.頻剤による雑草の駆除試験 (第 11報) 小麦畑の播種即日石灰窒素施用の頚哲回避
と雑草防止に就きて.農学研究 37:6(1947).
15.盛剤による雑草の駆除試験 (第 12雑)小麦畑の簡易耕作法と井剤除草に就きて.
農学研究 37:7(1947).
16.農地維草防除の科学的方法.曲業世界 39(5).･2-7(1944).
17.雑草駆除の研究 (1).段耕文化 1(6)二719(1946).
18.雑草騒除の研究 (2).段耕文化 1(8):1-3(1946).
19.雑草駆除の研究 (3).農耕文化 1(ll)･.35-36(1946).
20.雑草駆除の研究 (4).戯明文化 1(12):33-34(1946).
21.水田雑草の防除試験 (1)水田の敷革と雑草防止効果.農学研究 37:141-143
(1947).
22.水田雑草の防除試験 (2)水田の基剤除草,農学研究 38.I10-14(1948).
23.除草剤 2,41Dの話.日本良案 4(12)I44-50,全国新聞情報典薬協同組合連合会
(1948).
24.新除草剤2,4-Dに就きて.頗某及陶芸 23.503-506(1948).
25.2,41Dの効果,I.li訂民 20(12):15-17(1948).
26.除草剤 2,4-Dの効力.若い良某 4(1):22-23(1949).
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27･水田の敷革と雑草防止劾架,虚業及園芸 24.･401-403(1949).
281水用雑草の防除試奴 (1) 水口1の倣草と雑草防止効果. E]作紀 18(2-4):27-29
(1949).
29･水田雑草の防除試験 (2)水田の典剤除草,日作紀 18(2-4)ニ30131(1949).
3012,41Dと水阻除草.虚業毎日3(6).･24-26(1949).
31.2,4-Dはどれだけきくか.虚業日本 4(3):16-19(1949).
32.除草剤2,4-Dの概要と除草効果.化学工薬刺青4:142-145(1949).
33.除草剤 2,4-Dと水El除草.出家の友 4(6):21124(1949).
34,輪作で雑草は防げるか.村の太陽 1:10-ll(1949).
35.雑草駆除と輪作.地学 3(7):15-21(1949).
36.2,41Dに依る水田雑草防除試験 (第 1報),盤業及園芸 24:536-540(1949).
37.2,4-Dに依る水Ef雑草防除試験 (第2報).縫菜及図芸 25:415(1950).
38･2,4-Dに依る耕地稚草の防除試験 (第1輯).除草剤2,4-Dの概要.農学研究 38:
67-74(1949).
39.2,4TDに依る耕地雑草の防除訊駄 (第2報)水EJ雑草の防除試験 (1).農学研究
38:81-92(1949).
40･2,4-Dに依る耕地雑草の防除試験 (第3報) 水田雑草の防除試験 (2).曲学研究
38:133-140(1949).
41.2,4-Dに依る排他雑革の防除試験 (第4報)百代雑草防除試験.農学研究 39(2):
63-70(1950).
42.2,4-Dによる耕地雑草の防除試験 (第5稚) 水田灘卓の防除試験 (3).段学研究
40:40-48(1951).
43.2,4-Dに依る水田雑草防除試験 (第1線),日作紀 19:71-74(1950),
44.2,4-Dに依る水田雑草防除試験 (第2線).日作#L120:205-207(1951).
45.2,4-Dに依る苗代雑草防除試験 (第1掩).日作紀 20.'202-204(1951).
46.稲田除草用2,4-Dの使い方と試験成瓜.戯産 5(5):7-9(1950).
47,2,4-D.出業日本 5月号附録 :29-48(1950).
48.新除草剤 IPC 出発及園芸 25:781-782(1950),
49.瓜家で行った2,4-Dの試験結果はどうであったか.若い虚業 5(6):23-27(1950).
50.IPCによる麦畑地の雑草防除試畝 (第1報).(木村忠司と共_菖) 自作紀 20:208-
209(1951).
51.畑の除草と薬剤.股某毎日 5(7):34-36(1951).
52,IPCによる畑地の雑草E引続の基礎的研究 (1) 附IPC及び2,4-Dの凍害回避剤と
しての活性炭.遊学研究 40:25-39(1951).
53.IPCによる畑地雑草の防除試験 (第1報).iA菜及園芸 26:363-364(1951).
54.2,4-Dによる水田雑草防除試験 (第6報)甘藷 および大豆畑雑草の防除試験.農
学研究 40:69-80(1952).
55.2,4-Dによる雑草防除効果について.｢2.4-Dによる水田鹸草法の研究｣ 農林省農
業改良局編集 18:2-4(1953).
56.2,4-Dに依る甘藷および大豆畑の維揮防除試畝 (木村忠,rl,木下収と其慈).日作
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紀 22(3-4):5-6(1954).
57.石灰窒素を利用した袈作ム車の薬かけ除草.塊村文化 33(9):15-20(1954).
58.水田雑草ヒエの防除に関する研究.第 1報 水稲の深水栽培がノビェの防除および
稲の生育収並に及ぼす影鞘 (木下 収と共著).曲学研究 40:137-150(1952)I
59.水田雑草ヒエ防除に関する研究.第 1報 湛水の探快がヒエの発芽生育および稲の
生育に及ぼす試験 (木下 収と共著).日作紀 319-320(1953).
60.水田雑草ヒエ防除に関する研究 (第2報)(木下 収と共著). 日作紀 22(3-4):
7-8(1954).
61.2.41Dおよび其他の渥剤によるノ､マスゲの駆除試験 (第 1報)(木下 収と英才),
段学研究 41:9-16(1953).
62.2,4-Dおよび共他の薬剤に依る-マスゲの駆除試験 (木下 収と共著).2,4-Dの研
究 2:28-32(1953).
63.2,4-Dと其の他の除草剤 (1)諸薬剤による水田除草ノビ-の防除試験.(2)請
薬剤による大豆,玉葱の発芽前処理並びに甘蹄他f;J前処理の成乱 (木下 収と
共著).2,4-Dの研究 3:5-13(1954).
64.2.4-Dによる杉騎苗18列のメヒシバの椴部障醤とその駆除試験 (中塚憲次と共著),
2.4-D の研究酋 3:53-55(1954).
65.2,4-Dと其の他の除草剤 (2),(1)CIPCの玉葱および CIPC,2,4-D,MCPの
ジャガイモ畑灘草防除試験.(2)TCA,2,4-D,MCP,SES および CIPC
の甘癖および MCP,SESの大豆畑の雑草防除試験.2,4-Dの研究 4:12-18
(1955).
66.新除草剤 CIPCの特性と-IRムギ畑での使い方.農村文化 34(ll):43-48(1955).
67.CIPCによるイグサ田の雑草防除試験 (平El勝と共著).良学研究 44:105-118
(1956).
68.TCA によるEF藷畑雑草防除試験.農非及園芸 30:985-986(1955).
69.水田表作変脚の雑草防除に関する研究 (第1報)(木下収,平田勝とit･背).農学研
究 43:73-85(1955)
70.水田裏作麦閏の雑草防除に関する研究 (第2報)(木下 収,平田 勝と共著).農学
研究 43:86-104(1955).
71.水田発作麦問の雑草防除に関する研究 (第3報)(平田 勝,原 栄,武田満子と共
著).曲学研究 43:181-212(1956).
72.水田袋作東間の雑草防除に関する研究 (第4報)(定金 車と共著).農学研究 45:
87-140(1958).
73.雑草と除草軌 農薬特集号 (技術同友会誌):2-15(1958).
74.除草剤による水田の防除試験.拙物防疫 13:197-202(1959).
75.2,4-Dと甘藷作.富民 22(5)A.57-60(1960).
76･革と作物と除草剤 -雑草研究の立場から,これからの農業,関芸の課題 3:93-96
(1961).
771水稲直播田の除草剤試験 (そのⅠ)(西 克久と共著).岡山県汲第学会誌 1:3-4
(1962).
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78･除草剤の作用性に関する研究 (定金 華と共著).雑草研究 2:1051109(1963).
79.2.4,5-T,2,4lD.ATA,CAT▲DPA の軒用および促合剤に よ る非農耕地, 山林
原野細物の殺草,殺木反応 (相 克久, 木村忠司と共著).雑草研究 2:76-81
(1963).
80,プラスチックフィルムのマルチによる腰度,土妨水分,土壌 pHの変化とレタスの生
育および雑草防除との開床 (西 克久と共著).史学研究 50:79-102(1964).
81･我国における雑草押渚について.雑草とその防除.(関東東山地域雑草防除協議会)
2:12-16(1964).
82.Tritluralinによる雑草防除に関する研究 (丙 克久と共著).農学研究 51;1531173
(1966).
83.TriRuralinによる水稲田雑草防除の研究 (1)(西 克久,上山良人と共著).雑草
研究 5:105-110(1966).
84.Sometestsontheuseof2,4-dichlorophenoxyaceticacid forcontroling
weedsinpaddy丘elds(1).Ber.OharaIns亡,1andw.Forsch.9･.441-453
(1951).
85.Sometestsontheuseof2,4-dichlorophenoxyaceticacid forcontroling
weedsinpaddyfields(2).Ber.Oharalnst.landw.Forsch.9:4541461.
(1951).
86.EfectofmulchlngWithplas[lC別msoninlensjly ofilumlnation,亡empe-
rature,moistureandpHofsoil.growthoflettuceand weed control
(lvi【hK.Nishi).Ber.OharalnsLlandw.BioLOkayamaUniv.12:287-
303(1965).
87.StudiesoftheweedcontrolwlthTrinuralin.Ⅰ.Experimentsontheweed
controlwith Trl触ralnin paddy riceBeld (withK.Nishiand Y.
Ueyama). Ber.Ohara Inst.1andw.BioL Okayama Univ.14:27-48
(1967).
F.遺跡の発槻種子の分析と同定 (種子考古学)
1.岡山県焚星町五万原追跡の炭化ガマズミ旗と植物破片ススキ梓の同定について.
倉敷考古館研究果報 5:23-26(1968).
2.岡山県美星町五万原 (代県祉)迫跡の炭化磁実ガマズミ珠と炭化植物破片ススキの
稗の同定について.曲学研究 53:115-122(1969).
3,岡山市津島避跡 (弥生前～後期)の作物 お よび雑草裁子について (黒田耕作と共
新).日作紀 39(別2):97-98(1970).
4.下堤過跡よりの発掘埋土タデ種子の形頂 および発芽生育. 日作紀 42(別2):135-
136(1973).
5.川入 上東追跡より出土した作物および雑草政子の同定について.岡山県境就文化
財発掘調査報告 2:337-353.岡山県教育委員会 (1974).
6.宮尾追跡 (1区)より出土した植物種子の同定について (黒臥桝作と共著). 岡山
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県埋放文化財発掘調速報岱4:232-242.岡山姐教育委員会 (1974).
7.古代追跡から発掘された教権の人里細物と雛串種子の形胤 発芽,生育について.
El作紀 44(別1):115-116(1975).
8,古代退跡の発掘植物種子から見た利用植物と農耕形態の推定.日揮紀 44(別1):
113-114(1975).
9.雑草と帰化栢物 および古代追跡からの発掘種子の種煩と発芽例.高梁川 32:178-
196(1975).
10.官の前逝跡の発掘植物硫1-分析について.岡1J_L県哩践文化財発掘調査報告12:145-
152,岡山県教育委員会 (1976).
ll.焼畑の雑草種炉と縄文期の発掘植物種子について.雑草研究 21(別号):41-43(19
76).
12,下堤通跡より出土した発芽タデ種子の走査頂顕による形態的研究 (藤沢伐と共著),
小阿地,下堤追跡,野ノ上退跡発掘調査報告雷 :57-59.秋田市教育委員会
(1976).
13.古代史を科学する(7)雑草の種子で農耕を知る.科学朝日36(7):78182(1976),
14.迫稗の埋土粒子分析法と検出例.古代学研究 81:29-33(1976).
15.谷尻追跡の発振抽宣物種子分･折について.岡山児埋蔵文化財発掘調査報告 11:231-
248,334-339.岡山県教育委員会 (1976).
16.下堤遺跡の出土したタデ粧葵の SEM とX線マイクpアナライザーによる分析の結
果.日作紀 45(別2):67-68(1976).
17.33号住居跡内出土のアズキ (Phaseolusangularts)状の唖子について.大分県大
野川中流域における弥生時代集落跡の調査.二本木追跡発掘調査枚報 :3ト32.
大野町教育委員会 (1977),
18.古照遺跡の発掘植物種子分析について.松山TlT文化財調査報告書 12｢吉昭遺跡｣
資料編 :1-9.松ll｣市教育委月会 (1977).
19.縄文,弥生,古墳,腰む細の各追跡の土壁種子分析から見た雑草とil･1･耕形態.雑草
研究 22(別号):19-21(1977).
20.桃山追跡からのメヒシバなどの出土とそれらの発芽および生育.岡山県域就文化財
発掘調査報告 14:245-257.岡山県教育蚕見合 (1977).
21.種子が明かす古代の植物.歴史読本 22(12):302-309(1977).
22.邪馬台の科学 (4)照葉樹林掛 こ広まる水田稲作.科学朝日 38(2):61-64(1978).
23.第2次上乗池跡発掘柾子の同定について.岡山県埋蔵文化財報告 8:78-82.岡山
県教育委員会 (1978).
24.唖子迫残から見た縄文期稲作と焼畑.日作紀 47(別2)こ9-10(1978).
251長原遺跡のEf胴土壌内種子の分析,同定につ いて.大阪市平野区長原迫跡-地下
鉄谷町線延長工軸45工区の調査概報 22-23.大阪市平野区長原逝跡 調査 会
(1978).
26.泊跡の出土種実から見た史前帰化概物の種n-,原産地と来歴について.雑草研究
24(別号):ト2(1979).
271岡L【｣県砕鳥遁跡の出土唖実の穐琉同定の研究一日本各地退跡閲の残存種実の比較と
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それから見た曲班の伝播と形態の批定一 農学研究 58:117-179(1979).
G.そ の 他
1.野草の食塩化と野菜バン敷放,捌非文化 1(1):4-8(1946).
2･パンと幹母 (製パンの手引).曲耕文化 2(3):増伸'J-A,1-40(1947).
3.近藤万太郎先生の回彫.雑草研究 1二61-65(1962).
4.雑草名対照表 (船田 英と共嘗).雑草研究 3:112-152(1964).
H.著 書
1.雑草と2,4-D.96頁 日本揮発油株式会社,横浜 (1949).
2･新除草剤2,4-Dの理論と使用法.119貢 日本旗業新聞社,東京 (1950).
3.耕地雑草の諸研究.総合作物学 (佐々木 喬監修).雑草の部 :100-186.地球出版
社,東京 (1952).
4.雑草と2,4-Dの上手な使い方.鍵業百科文雄 13:181頁.朝倉壱店,東京(1952).
5.水田雑草ノビ-の防除に関する研究 (戸苅意次,佐藤 庚,江原 瀬,清水正元,八
柳三郎,星野連三,木下 収,荒井正札 宮原益次と共同研究)48瓦 農林省
農業改良局研究部編集,東京 (1954).
6.野草の利用.飼料綜典,飼料作物と牧野 (佐々木林治郎編):416-451.朝倉香店,
東京 (1955),
7.雑草の種頬と習性.雑草防除の新技術 (戸苅戎次,杉 験夫共編):24-37.富民社,
東京 (1958).
8.雑草の特性と雑草害,作物大系 (戸苅義次軸)第14縮雑草防除 :i-88.養田笠,
東京 (1962).
9.雑草防除 (1)作物と雑草との奴争.生態学大系 (沼田 乱 内田俊郎編)VI下巻:
104-135.古今書院,東京 (1963).
10.除草剤による耕地雑草防除に関する研究.130頁 岡山大学農業生物研究所,倉敷
(1963).
ll.耕地雑草の種額と分布.体系虚業百科｢lF典 I･,570-579.放政調整委員会編集,東
京 (1967).
12.日本雑草図説一概千,幼植物および成植物-.518頁 我賢堂,東京 (1968).
13.走査電子顕徽鏡で見た雑草種実の造形.130着 衣鷺堂,鹿東 (1976).
14.耕地雑草の防除.週間朝日百科 世界の植物 95:3217-3220.朝日新聞社,東京
(1977).
15.雑草の歴史.雑草の科学 (沼田 _ff鋸):69-135.研成社,東京 (1979).
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